
ぎふメディアコスモスと連携する「みんなの広場 カオカオ」

長良川や金華山、岐阜の伝統文化を想起させるデザイン

○「みんなの広場 カオカオ」を中心に新庁舎を臨む 

 新庁舎は、周辺の自然や都市環境と調和を図るとともに、ぎふメディアコスモスと一体となって、 

「つかさのまち」を形成し、市民と行政の協働の拠点を目指します。 

新たなまちづくりの拠点として 緑あふれる「つかさの森」

「つかさのまち」を見渡す「みどりの丘」

「つかさのまち」という場所 －市民に愛され、市民協働の拠点となる庁舎－



■ 周辺環境と調和する建物形状 

・新庁舎と立体駐車場を南側に寄せ、ぎふメディアコスモスとの間隔を広げるとともに、中高層部をスリムな形状 

にすることで、ぎふメディアコスモスやカオカオなどから臨んだ際に、圧迫感の少ない空の開放感を生み出し、 
これらの施設の日照を確保します。 

・中高層部の四方を緩やかな曲面にし、大きな低層部を設けることによって、周辺へのビル風の影響を軽減します。 
・都市の緑化を先導するため、敷地内の積極的な緑化を図り、緑あふれる核となる「つかさの森」や、「みどりの丘」
を整備します。 

■ 様々な災害を想定した、防災拠点機能 

・発生が強く危惧される「南海トラフ巨大地震」などに備えて、建物の揺れを抑制する効果が発揮できる「免震構造」

を採用し、通常の建築物の１．５倍の耐震性能を確保します。 

・6階に災害対策の中枢機能を担う「災害対策本部室」を常設します。 

・長良川の氾濫や集中豪雨などに備え、庁舎機能を維持するため、８階に庁舎機能の維持に不可欠な基幹設備室を 

集約するとともに、１階の床レベルを周囲のレベルより１ｍ以上上げるなどの対策を講じます。 

○様々な自然災害を想定した防災拠点機能 ○大規模災害に備えた堅固な構造計画 

○ぎふメディアコスモスなど周辺環境と調和する新庁舎 ○周辺へのビル風の影響を軽減する建物形状 



■ 「みんなの広場 カオカオ」の拡張 

・広場の面積を拡張し、ぎふメディアコスモスと連携した大規模イベントの開催などにより、にぎわいの相乗効果
を生み出します。 

・マンホ－ルトイレや非常用電源等の防災機能を整備し、救護活動やボランティア活動の受け入れの場として活用
することで、新庁舎の防災拠点機能をさらに高めます。 

■ 誰もが快適かつ安全に利用できる新庁舎

◆利便性 ～様々なサービスをワンストップサービスで提供～ 
・市民の皆様が多く訪れる窓口部門を、１～３階の低層部に集約して配置します。 
・1 階には、自由に往来できる大きなエントランスモールや市民交流スペース、コンビニエンスストアや郵便局
などを設けます。 
・2階には、来庁者の憩いの場となる、レストランやテラスをカオカオに面して設けます。 

◆快適性 ～バリアフリーやユニバーサルデザインなどを充実～ 
・窓口ごとに相談者のプライバシーに配慮した相談ブースを多数設けます。 
・子ども連れの方々が安心して手続きができるよう、授乳室やキッズルームを充実します。 
・高齢者や障がい者、子ども連れの方々に配慮して、フロアごとに複数の多目的トイレを設けるとともに、 
２７台分のハートフル駐車場を整備します。 

○開放的なエントランスモールと一目で見渡せる窓口カウンター ○キッズルームなどを設け、子ども連れの方々に配慮した窓口 

○市民交流スペースと連携したイベントなど、 

「にぎわいの相乗効果を生み出す広場」    

○救護活動やボランティア活動の受け入れなど、    

防災拠点としての「みんなの広場 カオカオ」の活用 



担当 岐阜市 行政部 新庁舎建設課

〒500－8701 岐阜市今沢町18番地 

電話：(058)214-6558 FAX：(058)262-0512 E-Mail：shinchosha@city.gifu.gifu.jp

計画地  岐阜市司町40番地1ほか 

敷地面積 20,400㎡ 

○敷地南側の県道岐阜各務原線から観た新庁舎 

■新庁舎 

■立体駐車場 

■フロア構成 

 新庁舎のフロア構成は、市民の皆様の利便性の向上のため、

来庁者の多い低層階に窓口部署を集約配置するとともに、 

業務の効率性の観点から、議会と一般事務部門を中高層階に 

配置します。 

■新庁舎と立体駐車場の配置 

新庁舎に関する皆様のご意見をお聞かせください。 

延べ面積 17,100㎡

構造 鉄骨造

規模 地上5階（高さ20.5ｍ）

458台

・来庁者駐車場393台
（うちハートフル駐車場27台）
・その他（公用車、観光バス等）

駐車台数

延べ面積 39,300㎡

構造 鉄骨造、基礎免震構造

規模 地上18階（高さ81.3ｍ）


